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研究成果の概要（和文）：細胞接着因子群に属するクラスター型プロトカドヘリンは、各々の神経細胞におい
て、そのサブタイプがランダムな組み合わせで発現しているが、機能については未だ不明な部分が多い。今回、
先天性髄鞘機能不全マウスを用いた実験で、神経線維に発現するクラスター型プロトカドヘリンのαサブグルー
プが、神経線維の髄鞘化と関わることが示唆された。さらに、神経線維の髄鞘化においては、新たな事実とし
て、ミクログリアが関与することがわかった。すなわち、髄鞘を形成するのはオリゴデンドロサイトだが、ミク
ログリアは髄鞘の機能不全を早期に感知し、自らは増殖しつつオリゴデンドロサイトに何らかのはたらきかけを
行っている所見が見出された。

研究成果の概要（英文）：Neurons in the central nervous system show specific expression of the 
clustered protocadherins, one of the cell adhesion molecule groups. Their roles in developing neural
 circuits, however, are not well-understood. We have revealed that the alpha subgroup of the 
clustered protocadherins is involved in the myelination by using congenital myelin impaired mice. 
Furthermore, we have found that microglia, which are classically known to do phagocytosis, are also 
involved in the myelination. Their surveillance roles in the myelination are newly presented. 

研究分野： 神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
生後の重要な神経回路の成熟過程である神経の髄鞘化、これに不具合があると、精神遅滞などが生じるが、その
メカニズムについては不明な点が多かった。今回、これまで単なる異物の貪食担当とみなされていたミクログリ
アが、この髄鞘化過程の監視役をしている可能性が示唆された。今後、髄鞘化のみならず精神機能の監視役とし
てのミクログリアの新たな役割が解明されることが期待され、ミクログリアの機能異常による病態も解明されう
る。










